
東レのビジネスモデルと強み

東レの「勝ちパターン」＝東レ価値創出モデル

東レの価値創出モデルにおける「勝ちパターン」は、営業・マーケティング力によって顧客や市

場の将来ニーズを捉え、研究・技術開発力によって独自の先端材料を創出し、生産エンジニアリ

ング力によってそれを世界規模で事業化することにあります。この一連のプロセスにより新た

な市場や用途を創出するとともに、他社が容易に追随できない高い付加価値を生み出していま

す。その結果、持続的な競争優位を確立しています。また、市場が成熟期を迎えた後も、技術革

新や用途開発を通じて製品価値を高め続けることで、コモディティ化による価格競争を回避し

ながら収益性の向上を実現しています。このような独自のビジネスモデルにより、東レはお客様

や業界とともに持続的な成長を実現しています。

価値創出モデルを可能とする東レの強み

東レの強みは、「研究・技術開発力」

「営業・マーケティング力」「生産エ

ンジニアリング力」の3つの価値創出

エンジンにあります。これらが有機

的に連携することで、画期的な新素

材を生み出し、その社会実装を通じ

て新たな価値を創出しています。

研究・技術開発力

「有機合成化学」「高分子化学」「バ

イオテクノロジー」「ナノテクノロ

ジー」の4つのコア技術を基盤に、事業領域を超えた技術融合を通じて、世界トップレベルの競

争力を支える革新技術と先端材料を創出。

営業・マーケティング力

単なる素材供給にとどまらず、お客様と将来のビジョンを共有し、業界をリードする企業との

共創や、強固なサプライチェーン構築を通じて新たな市場や用途を創出。市場や社会の変化、

潜在ニーズをいち早く捉え、研究・技術開発や事業戦略へ反映。

生産エンジニアリング力

グループで培った製造技術と設備・プロセス設計技術を生かし、最先端の研究・技術開発成

果を迅速に量産・事業化。強固なグローバル生産体制により、高品質な製品を世界中のお客様

へ安定供給。

こうした3つの価値創出エンジンの相乗効果によるイノベーション創出力が、「東レ価値創出

モデル」を可能とする競争優位の源泉となっています。
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プレイヤーの
発掘・ニーズ理解

グローバルな
バリューチェーン
構築力

価値創出エンジンを生かして、圧倒的な参入障壁と競合が追随困難な高付加価値を築き、
長期にわたって付加価値を高め続ける唯一無二の価値創出モデル

黎明期の
市場発掘

素材イノベーション
と、素材を製品に落
とし込む開発力を軸
に、社会の先進課題
の解決方法を発掘

1 イノベーション
リーダーとの共創

東レがリーダーとして、
新たな市場やビジネス
モデルを確立・拡大す
る／業界リーダー企業
のニーズに応える

2 バリューネットワークの確立と
長期・持続的高収益化

•総合力を駆使した追随困難な高付加価値の提供、
参入障壁の構築（トラックレコード、サプライ
チェーンマネジメント）

•上市後も高い機能を付加し続けることで価値を
維持（プライシング）

3

時間軸

東レ
価値創出
モデル

一般的な
ケース

• 有力顧客企業との取り組み
• 高付加価値化による価値の維持

研・技 営

生

研・技 営

生

研・技 営

生

付
加
価
値

1 2 3

16

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス・

そ
の
他
情
報

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ガ
バ
ナ
ン
ス

価
値
創
造
戦
略

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー


	ボタン4: 
	Page 99: 

	ボタン17: 
	Page 99: 

	ボタン18: 
	Page 99: 



